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これまでの検討を振り返り
エリア構想の方向性を共有しました

令和７年１０月１７日金曜日、西原総合教育施設１階 第１会議室にて
第５回 田無第三中学校周辺エリア構想検討懇談会を開催しました。
懇談会の議題
１ 第４回田無第三中学校周辺エリア構想検討懇談会の会議録について
２ 田無第三中学校周辺エリア構想のコンセプト修正案について
３ 核エリアにおける土地活用と建替え後の中学校の利用方法の方向性について
４ 田無第三中学校周辺エリア構想中間のまとめの概要について
５ 将来像実現に向けた方針についての意見交換
６ その他

将来像に込められた意味を
共有しながら、様 な々意見を

出し合いました

■将来像「集い  つながり  豊かに育つ  みんなのリビング “にしはらの杜”」
　を実現するための方針を検討しました　　　　　　　　　　　　　　

具体的な検討内容と
出たご意見（抜粋）は

裏面へ！
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西東京市企画部公共施設マネジメント課
〒188-8666 東京都西東京市南町五丁目６番13号　西東京市役所田無庁舎３階
電話 042-420-2800（直通）　E-mail ： manage@city.nishitokyo.lg.jp

お問合せ先

懇談会の傍聴は、５名までとさせていただいております。
本会の資料や会議録は西東京市のホームぺージに公開します。
今後も「懇談会だより」を通じて、まちづくりの進捗や会の様子を
お伝えしていきます。

■具体的な検討内容とご意見（抜粋）

・目的の有無にかかわらず交流できるスペースがあったほうがよい
・誰でも気軽に行きたくなるよう、面倒じゃないシステムが必要
・学校に集まりやすくするため、安全で便利な道路交通の整備も重要

・保育園と児童館のあり方が子育て環境の整備につながる、子どもたちが自由に
  遊べる環境づくりが大切
・更地が創出された場合は、自然と共にスポーツを親しめる場所に

・例えば、太陽光発電、菜園、植樹など、学校施設を自然豊かな空間にする  
  ことで ”杜”らしい空間づくりを
・みどりの管理は住民がボランティアで担うのもよい
・農地やみどりを保全するためには、貸農園などの仕組みを整えるのが現実 
  的ではないか

地域の人々が交流スペースなどを通じて自然と集まり、
ふれあいや交流が生まれる、リラックスできる空間・場所 

防災機能や人々の助け合いを通じて深まる、人と人との絆 
文化・スポーツや学びを通じて、子どもから大人まで誰もが
成長し続けられる環境や居場所づくり  
自然に囲まれたリビングのような空間で人々が笑顔にあふれ、
心が安らぐ環境づくり

 

将来像の
キーワードに
込めた意味

・スポーツを通じて、地域のつながりを深め、健康づくりもしていければよい
・ジュニアからシニアまで誰もが集い憩える地域多世代交流スペースが必要
・被災者への対応は誰がするのか？ 防火設備を強化して災害に備えたい

ご意見
(抜粋)

これまでの検討をもとに、田無第三中学校周辺エリア構想の素案をとりまとめる
予定です。 次回の懇談会では、素案について意見交換します。
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